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利益相反の事例に関するアンケート調査回答用紙（その１） 
ー回答者プロフィールー 

  
ご回答者氏名：                               
 
ご所属と役職名：                          

 
（氏名，ご所属は公表しませんのでご了解下さい．） 

 
（）内にレ印を記入して下さい． 
1.  貴職は産学連携にご関心がありますか 
  非常に関心がある（ ），かなり関心がある（ ），ある程度関心がある（ ），    
  関心がない（ ） 
 
2. 貴職ご自身は大学との連携（共同研究，委託研究，奨学寄附金提供，特許等技術移
転，コンサルタント委嘱等）に携わった経験をお持ちですか 

  はい（ ），いいえ（ ） 
 
3. 新聞等の産学連携関係の記事をよく読まれますか 
   熱心に読む（ ）、比較的よく読む（ ）、あまり読まない（ ）、 
  全く読まない（ ） 
 
4.  利益相反（Conflict of interest） について 
   概念をよく知っている（ ）、概念を比較的よく知っている（ ）、 
   概念を少しは知っている（ ）、言葉すら聞いたことがない（ ） 
  

注：ここでは商法で使われる利益相反とは違う意味で用いています．補足説明をご参照下
さい． 

 
5. 大学の産学連携への取り組みについて特に問題と考えておられることがあればご

記入下さい． 
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『アンケート回答用紙』（その２） 
選んだ選択肢にレ印 設問 

番号 1 2 3 ４ 
コ メ ン ト 

Q１-1     
特許出願と学術発表（優先度） 
 

 

Q１-2 — — — — 
特許出願インセンティブ策 

Q２   — — 
発明届出（本業と余技）（産業界での本務外発明との対比を含めて） 

Q3    — 
特許権の帰属 

Q４-1    — 
特許出願ルート（企業ルート vsTLO ルート）（企業での忠誠との対比を含めて） 

Q４-2 — — — — 
特許出願ルート（大学への忠誠と TLO ルート） 

Q５-1    — 
発明譲渡先と奨学寄附金 

Q５-2 — — — — 
奨学寄附金提供の動機 

Q６-1   — — 
コンサルティング兼業等と奨学寄附金 

Q６-2    — 
コンサルティング兼業と公的便宜 

Q７    — 
『お手盛り』（一般論） 



 

 ３

 
 

『アンケート回答用紙』（その３） 
設問番号 コ メ ン ト 

Q８-1 

ガイドライン
の必要性 

 
 

 

Q８-2 

産業界がかか
わるべきか 

 

Q８-３ 

産業界がかか
わる場合には
どのような機
関が関与する
のがいいか 

 

Q８-４ 

自由意見 

 

                                            


